
問

施
政
方
針
で
市
長
は
、

す
べ
て
の
市
民
が
快
適
で
安

心
・
安
全
に
日
常
生
活
を
過

ご
す
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
と
訴
え
ら
れ
た
が
、

犯
罪
防
止
と
し
て
の
意
義
や

地
域
集
落
の
証
、
悪
の
隙
間

を
そ
ぎ
取
る
役
目
の
防
犯
灯

の
電
気
料
は
、
合
併
調
整
方

針
で
統
一
さ
れ
地
元
負
担
が

必
要
と
な
っ
た
。

２
年
間
の
激
変
緩
和
措
置

と
し
て
負
担
軽
減
が
図
ら
れ

て
い
る
が
周
辺
地
域
が
一
番

心
配
す
る
こ
と
は
、
人
口
減

少
と
高
齢
化
に
よ
り
政

ま
つ
り
ご
とが

出
来
な
く
な
る
こ
と
や
、
１

人
当
た
り
の
費
用
負
担
額
が

年
々
過
重
に
な
り
、
集
落
か

ら
１
灯
１
灯
と
防
犯
灯
の
灯

が
消
え
る
こ
と
で
あ
る
。

登
下
校
す
る
児
童
・
生
徒

の
安
全
策
や
人
口
減
少
社
会

で
の
安
心
・
安
全
料
と
し
て

防
犯
灯
の
電
気
料
は
当
然
公

費
で
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
防
犯
等
設
置

及
び
維
持
管
理
等
の
基
準
を

通
し
て
、
そ
の
裏
に
隠
さ
れ

て
い
る
課
題
・
問
題
点
を
共

通
の
も
の
と
す
べ
き
と
考
え

る
が
所
見
を
伺
う
。

答

防
犯
灯
の
設
置
・
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
合
併
協

議
の
中
で
一
定
の
整
理
が
さ

れ
、
合
併
後
五
年
間
は
区
域

を
定
め
現
行
の
と
お
り
実
施

し
そ
の
後
は
三
原
市
の
例
に

統
一
し
市
域
全
体
で
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
踏
ま

え
、
統
一
ル
ー
ル
と
な
る
新

た
な
防
犯
灯
設
置
及
び
維
持

管
理
等
の
基
準
を
検
討
し
説

明
会
を
実
施
し
た
。

費
用
負
担
差
は
設
け
て
い

な
い
が
、
地
域
の
実
情
な
ど

も
検
討
し
集
落
と
集
落
の
間

に
設
置
し
て
い
る
防
犯
灯
、

国
道
・
県
道
・
幹
線
市
道
に

設
置
し
て
い
る
防
犯
灯
に
つ

い
て
は
す
べ
て
市
が
負
担
と

し
た
。
防
犯
・
防
災
・
交
通

安
全
対
策
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
実
現
に
向
け
て
は

関
係
機
関
と
の
連
携
と
自

助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分

担
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
。子

ど
も
の
安
全
対
策
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
の
要
望
に

基
づ
き
引
き
続
き
取
組
み
は

継
続
す
る
。

問

こ
れ
ま
で
何
度
と
な
く

訴
え
て
き
た
自
治
基
本
条
例

づ
く
り
。
い
ま
国
の
地
方
政

治
へ
の
考
え
方
が
大
き
く
変

わ
る
時
、
真
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

本
格
的
な
取
り
組
み
を
開
始

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

条
例
に
は
、
制
度
と
し
て

情
報
公
開
や
住
民
参
加
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
住

民
の
権
利
と
、
き
ち
ん
と
謳う

た

い
込
む
こ
と
が
大
切
だ
。

ま
た
、
こ
の
条
例
づ
く
り

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
に
出

向
き
、
行
政
・
議
会
・
市
民

が
一
緒
に
な
り
、
地
道
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
積
極
的
か
つ
着
実
に
進

め
る
た
め
に
は
、
自
治
基
本

条
例
等
の
制
定
も
、
有
効
で

効
果
的
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
条
例
は
自
治

体
の
憲
法
と
称
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
地
方
自
治
推
進
か

ら
も
極
め
て
効
果
的
な
反
面
、

課
題
も
多
く
慎
重
な
検
討
が

必
要
だ
。

実
効
性
の
あ
る
条
例
づ
く

り
に
は
、
市
民
の
機
運
の
盛

り
上
が
り
と
市
議
会
の
協
力

も
必
要
で
、
十
分
な
時
間
を

か
け
る
こ
と
が
大
切
。
国
の

動
き
に
も
注
目
し
、
具
体
的

な
課
題
・
問
題
等
の
調
査
研

究
を
し
た
い
。

問

い
ま
地
方
公
共
団
体
の

入
札
に
お
け
る
低
入
札
価
格

の
問
題
か
ら
、
下
請
け
の
業

者
や
業
務
に
従
事
す
る
労
働

者
に
し
わ
寄
せ
が
及
び
、
賃

金
の
低
下
を
招
い
て
い
る
。

根
本
解
決
に
は
、
国
が
公

契
約
に
関
す
る
法
律
等
を
整

備
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
が
、
こ
の
問
題
へ
の
先
導

役
と
し
て
千
葉
県
野
田
市
が

初
め
て
条
例
を
制
定
し
た
。

自
治
体
の
契
約
が
、
豊
か

で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現

に
寄
与
す
る
こ
と
を
め
ざ
す

こ
の
条
例
。
本
市
に
も
同
様

の
取
り
組
み
を
求
め
る
要
請

が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
本
市

の
考
え
方
を
問
う
。

答

働
く
者
の
賃
金
・
労
働

条
件
を
守
る
た
め
、
入
札
や

契
約
の
改
善
を
と
の
提
言
は

何
度
と
な
く
伺
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
議
会
で
の
建
設

労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件

の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
採

択
も
承
知
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
総
合
評
価
方

式
の
導
入
や
最
低
制
限
価
格

の
引
き
上
げ
等
、
入
札
・
契

約
制
度
の
改
善
面
か
ら
こ
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

野
田
市
か
ら
の
要
請
は
現

在
検
討
・
研
究
中
。
基
本
的

に
は
、
国
の
施
策
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

5

谷
杉

た
に
す
ぎ

義
隆

よ
し
た
か

議
員

「
防
犯
灯
」
電
気
料
は
公
費
で
負
担
す
べ
き

岡
崎

お
か
ざ
き

敏
彦

と
し
ひ
こ

議
員

自
治
基
本
条
例
の
制
定
を

﨑「
公
契
約
条
例
」

に
つ
い
て

防犯灯



問

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

９
月
に
も
質
問
を
し
た
が
、

教
育
長
は
、「
大
胆
な
改
革
」

と
い
う
表
現
で
、
決
意
を
表

明
さ
れ
た
。

私
が
本
質
的
に
求
め
て
い

る
の
は
、
職
務
内
容
が
ど
の

よ
う
に
改
善
さ
れ
た
か
だ
。

う
が
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、

学
校
で
で
き
な
か
っ
た
仕
事

を
、
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
す

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な

い
の
か
。

非
常
に
多
忙
な
、
ま
た
煩

雑
な
職
務
内
容
を
ど
う
整
理

を
し
、
ど
の
よ
う
に
簡
略
化

し
た
の
か
。

答

ま
さ
し
く
そ
の
と
お
り

で
あ
る
。
一
番
大
事
な
の
は

職
務
内
容
を
整
理
し
て
、
効

率
的
な
校
務
運
営
を
行
う
と

い
う
こ
と
だ
。

今
、
年
度
末
に
当
た
り
、

職
務
内
容
が
効
率
的
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
の

点
検
を
し
て
い
る
。

今
後
と
も
具
体
的
な
学
校

で
の
仕
事
の
中
身
を
点
検
し

簡
略
化
で
き
る
と
こ
ろ
、
あ

る
い
は
そ
の
価
値
と
い
う
も

の
を
問
う
て
い
く
中
で
適
正

化
、
簡
素
化
と
い
う
こ
と
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問

こ
の
テ
ス
ト
は
、
か
つ

て
市
内
の
学
校
に
お
い
て
、

テ
ス
ト
中
に
指
導
教
員
が
生

徒
に
対
し
て
回
答
の
間

違
い
を
指
摘
し
た
と
い

う
こ
と
で
問
題
に
な
っ

た
。
三
次
市
に
お
い
て

は
、
校
長
が
点
数
の
改

ざ
ん
を
行
っ
た
と
い
う

こ
と
で
大
き
な
社
会
問

題
に
な
っ
た
。

今
回
、
抽
出
方
式
に

な
っ
て
い
る
が
、
本
市

に
お
い
て
は
す
べ
て
の

学
校
で
実
施
す
る
よ
う

だ
。福

山
市
で
は
、
抽
出

校
以
外
で
は
実
施
を
し

な
い
こ
と
を
決
定
さ
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
、
な
ぜ

あ
え
て
実
施
す
る
の
か
。
ま

た
、
実
施
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
教
職
員
の
負
担
が
増
大

す
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答

確
か
に
採
点
を
す
る
と

い
う
点
で
は
、
先
生
方
の
負

担
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
通
常
の
テ
ス
ト
で

も
採
点
を
し
て
い
る
の
で
、

採
点
そ
の
も
の
が
大
き
な
負

担
に
な
る
と
い
う
ふ
う
に
は

考
え
て
い
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
ど

も
た
ち
に
力
を
つ
け
る
た
め

に
、
先
生
方
に
は
協
力
を
是

非
と
も
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
・

ポ
ポ
ロ
は
オ
ー
プ
ン
以
来
、

着
実
に
そ
の
成
果
を
あ
げ
、

そ
の
提
供
す
る
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
高
い
評
価
を
得

て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
各
種
団
体
の
広
島

県
大
会
開
催
も
、
本
市
の
立

地
条
件
の
良
さ
か
ら
、
大
い

に
引
き
合
い
の
あ
る
と
こ
ろ

だ
。し

か
し
、
残
念
な
こ
と
に

お
弁
当
を
食
べ
る
場
所
が
、

少
な
い
。

15
ｍ
×
20
ｍ
の
部
屋
を
、

増
築
す
れ
ば
、
２
５
０
名
分

の
食
事
場
所
が
確
保
で
き
る
。

答

ポ
ポ
ロ
は
、
設
計
者
が

格
別
な
思
い
を
込
め
た
デ
ザ

イ
ン
性
の
高
い
施
設
で
、
簡

単
に
増
築
を
許
可
さ
れ
な
い

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
近
接
地
へ
の
新
築

も
相
当
な
費
用
が
か
か
る
。

ホ
ワ
イ
エ
や
練
習
室
を
使

用
す
れ
ば
６
０
０
名
程
度
食

事
が
で
き
る
。
ま
た
市
長
が

許
可
す
れ
ば
、
ホ
ー
ル
内
で

の
食
事
を
認
め
て
い
る
。

問

過
去
何
度
か
、
南
小
学

校
・
第
三
中
学
校
の
校
庭
併

用
の
害
が
、
議
論
に
な
っ
た
。

現
在
、
教
育
委
員
会
は
、

小
学
校
11
校
の
統
合
計
画
推

進
中
で
、
統
合
対
象
校
の
保

護
者
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
、

一
方
で
小
学
校
の
新
設
を
言

え
る
状
況
で
は
な
い
。

昭
和
57
年
、
宮
浦
中
学
が

分
離
開
校
さ
れ
た
時
三
中
の

生
徒
数
は
、
８
５
６
名
。

現
在
三
中
と
宮
浦
中
の
生

徒
数
は
、
両
校
合
わ
せ
て
も
、

７
９
２
名
。
分
離
し
た
時
の

三
中
単
独
の
生
徒
数
を
下
回

っ
て
い
る
。
こ
の
際
、
三
中

と
宮
浦
中
を
30
年
振
り
に
統

合
し
て
は
ど
う
か
。

答

仮
に
２
校
を
統
合
し
た

場
合
の
普
通
教
室
必
要
数
は

21
教
室
以
上
と
な
り
、
現
施

設
で
は
不
足
す
る
。
国
が
示

す
学
校
統
合
の
標
準
規
模
は

最
大
で
も
18
学
級
、
こ
れ
を

大
き
く
超
え
る
大
規
模
校
の

新
設
は
学
校
運
営
の
面
か
ら

も
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
て

い
る
。

今
後
、
グ
ラ
ン
ド
の
共
用

解
消
に
つ
い
て
は
、
課
題
意

識
を
よ
り
強
く
し
て
具
体
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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も
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る

議
員

学
校
教
職
員
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職
務
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軽
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文
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な
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全
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を
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問

施
政
方
針
で
「
活
力
あ

る
三
原
」
を
創
る
た
め
、

「
選
択
と
集
中
」
で
、
課
題

解
決
に
取
り
組
む
意
欲
を
示

さ
れ
た
。
し
か
し
、
施
政
方

針
か
ら
は
、
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
活
動
し
よ
う
と
い
う

テ
ー
マ
は
見
当
た
ら
な
い
。

今
、
本
市
に
必
要
な
の
は
、

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー

マ
で
あ
り
、
実
態
を
踏
ま
え

「
き
ら
り
と
光
る
三
原
市
」

を
創
造
し
、
「
日
本
一
き
れ

い
な
三
原
美
し
い
三
原
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
が
こ
ぞ
っ

て
活
動
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答

平
成
20
年
に
「
三
原
市

環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

市
民
団
体
、
事
業
者
等
に
よ

り
、「
み
は
ら
し
環
境
会
議
」

及
び
、
市
内
５
地
域
に
地
域

会
議
を
設
置
し
、
体
制
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

あ
き
缶
や
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨

て
な
ど
の
迷
惑
行
為
を
な
く

す
る
た
め
に
、「（
仮
称
）き
れ

い
な
三
原
マ
ナ
ー
条
例
」
を

策
定
し
、
き
れ
い
な
三
原
を

創
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

問

新
市
建
設
計
画
を
基
礎

と
す
る
、「
後
期
基
本
計
画
」

が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、

22
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の

「
財
政
運
営
の
方
針
」
の
中

で
、
新
市
建
設
計
画
で
予
定

し
た
７
５
７
億
円
に
つ
い
て
、

98
億
円
を
削
減
す
る
必
要
が

示
さ
れ
た
。
新
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
、
削
減
の
対

象
と
な
る
事
業
は
、
行
政
評

価
制
度
で
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
た
の
か
。

答

新
年
度
に
お
け
る
新
市

建
設
計
画
の
事
業
圧
縮
は
、

具
体
的
な
事
業
を
中
止
す
る

効
果
で
は
な
く
、
事
業
の
内

容
を
精
査
す
る
こ
と
で
対
応

し
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
優
先
実
施
事
業
と
し
て
、

「
学
校
の
耐
震
化
事
業
」
、

「
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
整
備
事

業
」
、
「
電
算
シ
ス
テ
ム
移

行
事
業
」
、
「
浄
化
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業
」
、
「
斎
場
整

備
事
業
」
及
び
「
小
学
校
改

築
事
業
」
を
計
画
、
早
期
完

成
を
め
ざ
す
「
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
設
置
事
業
」
は
、
国

庫
補
助
が
延
期
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
23
年
度
で
予
算
化

す
る
こ
と
と
し
た
。

行
政
評
価
は
評
価
を
行
う

事
務
事
業
に
つ
い
て
、
前
年

度
決
算
を
基
に
、
将
来
に
向

っ
て
見
直
し
、
長
期
総
合
計

画
の
進
捗
管
理
に
活
用
で
き

る
よ
う
改
善
す
る
。

問

多
様
化
、
複
雑
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
さ
せ

な
い
、
子
供
た
ち
に
も
う
こ

れ
以
上
の
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
、

し
か
し
安
易
に
は
増
税
は
し

な
い
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
市
の
窓
口
業
務

を
民
間
に
業
務
委
託
す
る
な

ど
職
員
の
削
減
策
と
し
て
の

手
法
を
展
開
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
行
政
事
務
の
包
括
業

務
委
託
へ
の
取
り
組
み
に
関

し
て
見
解
を
問
う
。

答

市
の
業
務
の
中
に
は
、

民
間
委
託
に
な
じ
ま
な
い
政

策
判
断
の
伴
う
行
政
事
務
、

公
権
力
行
使
を
伴
う
行
政
事

務
等
が
あ
り
、
包
括
業
務
委

託
の
性
質
上
、
十
分
に
研
究

す
る
必
要
が
あ
る
。
当
面
は

行
財
政
改
善
に
よ
る
各
手
法

に
よ
り
対
応
し
て
い
く
の
で
、

制
度
導
入
に
つ
い
て
は
将
来

課
題
と
し
て
検
討
す
る
。
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
模
索
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
最
少
の
経
費

で
市
民
満
足
度
の
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

本
年
度
は
新
市
建
設
計

画
を
基
礎
と
す
る
、
後
期
基

本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年

度
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
市

建
設
計
画
事
業

に
つ
い
て
、
次

の
３
点
の
進
捗

状
況
を
問
う
。

①
平
成
21
年

度
末
に
お
け
る

旧
市
町
ご
と
の

進
捗
状
況
。

②
共
通
事
業

３
事
業
の
進
捗

状
況
。

③
共
通
事
業
、

新
規
事
業
、
継

続
事
業
１
８
５

事
業
の
総
事
業

費
７
５
７
億
５

０
３
７
万
２
０

０
０
円
の
進
捗

状
況
。

答

計
画
進
捗
率
に
対
し
て

の
進
捗
状
況
は
、

①
三
原
が
65
・
６
％
に
対

し
60
・
３
％
、
本
郷
が
58
・
９

％
に
対
し
75
・
６
％
、
久
井

が
32
・
７
％
に
対
し
29
・
０

％
、
大
和
が
67
・
３
％
に
対

し
42
・
０
％
で
あ
る
。

②
共
通
事
業
は
41
・
７
％

に
対
し
０
・
６
％
（
主
な
原

因
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
着
手
の
遅
れ
）
で
あ

る
。③

新
市
建
設
計
画
の
全
体

に
つ
い
て
は
57
・
６
％
に
対

し
47
・
０
％
で
あ
る
。

7

力り
き

田た

忠
七

ち
ゅ
う
ひ
ち

議
員

市
長
の
施
政
方
針
を
受
け
て

西
元

に
し
も
と

義
治

よ
し
は
る

議
員

包
括
業
務
委
託
へ
の
取
り
組
み
を

予
算
編
成
の
考
え
方

に
つ
い
て

小泉町里山整備

新
市
建
設
計
画
事
業

の
進
捗
に
つ
い
て

築45年の市庁舎




